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⿃取豊岡宮津⾃動⾞道（⿃取〜福部）ポータルサイト
http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/road/tottorifukube/index.html

※全体を通じて取材可能です
※取材を希望される場合は、報道機関であることを⽰す腕章等を着⽤のうえ、当⽇受付まで
お越しください （受付開始：13:15〜）

13:30~ 第１部（前回ワークショップのおさらい） 約１０分
13:40~ 第２部（グループワーク） 約１４０分

〇令和元年９⽉2１⽇（⼟） 13:30~
〇令和元年９⽉2２⽇（⽇） 13:30~

〇⿃取市福祉⽂化会館
※位置図は、別紙のとおり

「各ルート帯（案）における『期待』と『懸念』について考えてみよう！」

『⿃取豊岡宮津⾃動⾞道(⿃取〜福部)の道路の計画検討』にあたり、これまでアンケート
調査やオープンハウス、ヒアリング調査を実施し、たくさんのご意⾒を頂きました。
今回のワークショップでは、アンケート等の結果、ご意⾒を踏まえ、地域の皆さまと⼀緒に、
各ルート帯（案）における『期待』と『懸念』について考えていきます。

⿃取〜福部間の道路の計画検討にあたり
地域の皆さまと第3回ワークショップを⾏います

・参加メンバーは、公募や旧⿃取市・旧福部村の地区会⻑及び、経済団体等
から事前に決定しており、今回は２⽇間で約５０名が参加
・⿃取⼤学の学⽣も、スタッフとして参加し、各グループでとりまとめた意⾒の発表
紹介を実施します
・アドバイザーとして、⿃取⼤学⼯学部の⾕本教授・⻑曽我部助教が参加

〇進⾏予定 ：

〇討議テーマ：

〇そ の 他 ：

【取材について】

とっとり ふくべ

と っ と り と よ お か み や づ とっとり ふくべ

開催⽇時

開催場所

ワークショップ概要

たにもと ちょうそかべ



◆第２回ワークショップ開催状況

◆鳥取～福部間の道路計画の検討の進め方

（別紙）

◆今回のワークショップでは、
何について話し合うの？
どんな議論をするの？

◆ワークショップとは？

ワークショップとは、少⼈数のグループに分かれて、ファ
シリテーターと呼ばれる進⾏役の下、テーマに沿った意
⾒交換を⾏う場です。

ワークショップでは、地域のみなさまや経済
関係の業界に所属される⽅々にお集まりいた
だき、「各ルート帯（案）における『期待』と
『懸念』」について、みなさまのご意⾒をお伺い
します。

◆会場位置図

⿃取市福祉⽂化会館
〒680-0022 ⿃取県⿃取市⻄町2丁⽬311番地

⿃取〜福部間の検討は、段階を区切り、道づくりの検討を進めていくことを考えています。
計画の各段階で、みなさまと情報共有やご意⾒をお伺いする場を設け、⼀緒に考え、検討していきます。

●第２回ワークショップ概要
⽇ 時：令和元年７⽉２７⽇（⼟）、２８⽇（⽇）
討議テーマ：インターチェンジなどアクセスを検討する際の

配慮すべき点
参 加 者：総勢４９名

⽇ 時：平成３０年９⽉８⽇（⼟）、２９⽇（⼟）
討議テーマ：地域の道路や交通で困っていること

⿃取〜福部間の道路が利⽤しやすくなるための
⼯夫と配慮するべきこと

参 加 者：総勢５９名

●第１回ワークショップ概要

意⾒交換状況 各グループより発表紹介

検討している３ルート帯（案）それぞれにおいて、
「インターチェンジなどアクセスを検討する際に配慮すべき点」に
ついて、意⾒交換を⾏っていただきました。
具体的な設置箇所（案）やその考え⽅について、各グループ
で検討いただいた後、発表紹介していただきました。

※みなさまのご意⾒は、「ワークショップだよりvol.2」として整理し、
⿃取〜福部ポータルサイトに掲載しています。
http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/road/tottorifukube/index.html



◆鳥取～福部間の道路計画について、
３つのルート帯（案）を検討しています

⿃取港 ⿃取砂丘

千代⽔地区

中心市街地中心市街地

物流拠点物流拠点

交流拠点交流拠点

観光拠点観光拠点

⿃取空港

凡例（拠点・施設）
⼈⼝集中地区（H27）
広域防災拠点
海岸・公園
河川・池
物流拠点
交流拠点（空港・港湾）
主要観光拠点
⾼次医療施設

凡例（道路・鉄道）
⾼規格幹線道路
直轄国道
主要地⽅道
⼀般県道
その他道路
鉄道

【案③】 走行性の高い既存道路を活用する 部分バイパス＋現道活用案

★物流拠点、交流拠点、観光拠点、⾼次医療施設へのアクセス性が向上。
★千代川を渡る経路が増え、ネットワーク機能が向上。
★⾼速道路から中⼼市街地へのアクセス性は変わらない。

【案①】 市街地を回避し、主要拠点を連絡する『全線バイパス案』

★物流拠点、観光拠点、⾼次医療施設へのアクセス性が向上。
★現道の⽴体化⼯事にあたって、交通規制による⻑期間の交通混雑が考えられる。
★⾼速道路から中⼼市街地へのアクセス性は変わらない。

★観光拠点、⾼次医療施設、⾼速道路から中⼼市街地へのアクセス性が向上。
★整備延⻑が最も短くコスト⾯に優れてるが、⼀部、⼈⼝集中地区を通過することになる。
★物流拠点や交流拠点へのアクセス性は変わらない。
★千代川を渡る経路が増え、ネットワーク機能が向上。

【案③】 走行性の高い既存道路を活用する『部分バイパス＋現道活用案』

：ルート帯（案）
：現道活⽤区間（案）

案①

案②
：ルート帯（案）
：現道活⽤区間（案）

案③
：ルート帯（案）
：現道活⽤区間（案）

⿃取県⽴
中央病院

（参考）

【案②】 市街地を回避しつつ、整備区間を極力最短で結ぶ『部分バイパス＋現道立体化案』


